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な表面をもつ A 層上に、D 材料である共役高分子をスピンコートすることにより、２層膜からな
る D/A モデル界面を実現した。この章では poly[2,7-(9,9-didodecylfluorene)-alt-5,5-(4’,7’- 




第 3 章では、優れた正孔輸送材料である poly(3-hexylthiophene) (P3HT)を D 層に、また前章で合






に対し、エネルギー移動機構が働く PSBTBT 薄膜では 30 nmもの有効拡散長が得られた。励起 
 
 






つ結晶性 P3HT と狭バンドギャップであり近赤外域に吸収をもつ非晶性 PSBTBT を D 材料として、さ
らにフラーレン誘導体である PCBMを A 材料として混合して製膜した。各成分は相分離を起こす
ものの、電荷輸送性に優れた結晶性 P3HT が大きなドメインを形成し、高い電荷輸送性を示した。
通常、結晶ドメインのサイズが大きくなると励起子が相分離界面に到達できないため電荷分離効













第 6 章では、第 5 章とは逆に、狭バンドギャップ高分子である poly[2,3-bis-(3-octyloxyphenyl)- 
quinoxaline-5,8-diyl-alt-thiophene-2,5-diyl]（PTQ1）を D 材料とし、PCBMを A 材料とする素子に、
可視域の光を吸収するトリフェニルアミン系低分子TDCV-TPAを導入した３元ブレンド系を検討
している。これは、主に近赤外領域に吸収をもつ狭バンドギャップ高分子が捕集できない可視域
の光を TDCV-TPA が吸収して電荷生成に寄与させることを目的としている。その結果、3.2 wt%
の TDCV-TPA導入により、短絡電流が PTQ1/PCBM２元系の 6.2 mA cm−2から３元系では 7.6 mA 
cm
−2まで、約 20%も増大することが認められた。外部量子効率を測定したところ、可視域から近
赤外域までの広い波長範囲で電荷生成効率が増大していた。このように可視域に相補的な吸収波
長をもつ適切な低分子を第３成分として導入する可視域増感という新方式により、励起エネルギ
ー移動を経て光電流を著しく増強できることを示した。 
最後に、３元ブレンド型高分子薄膜太陽電池における励起子捕集と光電変換効率の増強効果に
ついて研究した本論文全体の成果を要約している。 
 
